
 
 

 

 

 

「地域」を知るために身に付ける力  … おきかえる つなげる 

  ３年生からスタートした社会科の学習では、「加茂の主な特徴」と「加茂で働く人々の努

力や工夫」を学習します。これまでの学習は、次のとおりです。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「須田の梨・ふしぎ発見」へ 
… 学んだことを「つたえる」 

 

 
 

 
 
 

 
 

 

 

 

 

ポスターで「梨の魅力」発信！…「伝える」から「伝わる」へ  
 

 今後は、梨の特徴を盛り込んだポスター 

作りに取り組む予定です。市役所などの公 

共施設にポスターの掲示を依頼し、須田の 
ブランド梨の魅力が外部の人に「伝わる」 
活動へとつなげていきます。 
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【学習の流れ】 総合的な学習の時間（15 時間） 

○須田ではどんな梨が生産されているのか。 

○それぞれの梨はどのような特徴があるのか。

○なぜ須田では梨づくりが盛んなのか。 

○須田の梨を紹介するポスターを作ろう。 

１学期…情報をべつのものに「おきかえる」 

 ３年生の子供たちは、地域探検という実体

験から、様々な具体的な発見をします。  

しかし、このままでは、「個々の発見」で

終わってしまいます。 

そこで、発見したことを地図記号や色分け

をしたりして地図に「おきかえる」ことで、

地域の様子を一般化（ここは畑が多いなど）

してとらえることを学びました。 

２学期…情報と「情報」を「つなげる」 

 自分の生活を支えるスーパーマーケット

の見学でも、個々の気付きを、「他地域や働

く人の努力や工夫」 
と、「つなげる」こ 
とで、考えを整理す 

ることを学びました。 

考えを深める学力 

として大切に育てていきたいです。 

宣伝します！ 須田ブランド梨 
 

須田
年生 

す た で ぃ

ふるさと・須田学習 

「わかった（つもり）」から「伝える」へ 

 最も関心を寄せたのが、ふるさと・須田で盛んな

「梨づくり」。普段から口にすることが多く、給食

にも梨は登場することもありました。 

でも、実際の梨畑では、初

めて知ることがたくさん！ 
形や色の違う品種。実を包 
む袋も異なることなど。 
まさに「須田の梨・ふしぎ

発見」の連続でした。 

梨畑の見学、農家の人へのインタビュ

ー、副読本、足りない情報はインターネ

ットを使って新聞作り挑戦しました！ 

【須田ｄｙ（ふるさと・須田学習）】 

３年生「宣伝します！ 須田ブランド梨」 

３年生がこれまで調べてきた須田

の果物つくりを、一枚のポスターに

まとめ上げました。須田で作られて

いる梨の品種と味の特徴、出荷時期

など、これ一枚で「須田の梨をまるご

と味わえる」ポスターです。３年生の

子供たちが４枚を作成しました。デ

ザイン構成は同じですが、梨の微妙

な色合いの違いや、ポスター中心に

位置する「信濃川の流れ」のイメージ

に若干の違いがあります。 


